
ウマノオバチEuurobracon yokahamae （Dalla Torre）
はハチ目コマユバチ科（Hymenoptera；Braconidae）
に属する寄生蜂の一種である．体長は15～24mmであ
るが，メスが体の6.5～ 9 倍に達する極めて長い産卵
管を持つのが特徴である．国内では本州，四国，九州
に分布し，国外では朝鮮半島，台湾，ラオス，タイ，
インドから記録されている（平嶋・森本，2008）．本
種は，里山環境の悪化による営巣地や宿主の減少によ
り，国内の広い範囲で減少の報告があることを理由
に（環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室，
2015），環境省の2020年版レッドリストでは準絶滅危
惧に選定されている（環境省自然環境局野生生物課希
少種保全推進室，2020）．

福井県内においては，本種は“坂井郡棗村”（福井
縣博物學會，1938）に戦前の記録があるほか，高浜町
青葉山（渡辺ほか，2012），あわら市，越前町で確認
されている．しかし，記録は少なく，評価するだけの
情報が不足していることを理由に，「改訂版 福井県の
絶滅のおそれのある野生動植物」においては情報不
足に選定されている（福井県安全環境部自然環境課，
2016）．最近では，大宮（2021）があわら市浜坂で本
種の採集記録を報告しているが，依然として生息情報
が少ないのが現状である．

筆者は，福井市足羽山において本種を採集したの
で，下記のとおり報告する．

ウマノオバチ Euurobracon yokahamae （Dalla Torre）
福井市足羽山， 1 ♀，20-Ⅵ-2025，梅村信哉採集，

福井市自然史博物館保存（FCMNH-JI38264　図 1 ）

ウマノオバチは，シロスジカミキリBatoc e ra 
lineolata Chevrolatの幼虫に寄生するとされてきたが

（平嶋・森本，2008），加賀ほか（2018）の観察により， 

ミヤマカミキリMassicus raddei（Blessig）の蛹に寄
生していたことが報告されている．最近，足羽山に
おいてカミキリムシ相を調査した事例では，ミヤマカ
ミキリが優占種となっていた一方でシロスジカミキ
リは確認されなかったことが報告されており（立松，
2024），足羽山でもミヤマカミキリが十分な個体数生
存することが，ウマノオバチの生息を可能にしている
ものと推測される．

近年，神奈川県をはじめ各地でクリ畑や畑周辺の雑
木林におけるウマノオバチの観察事例が増えているとい
う（長瀬，2008；後藤，2015；苅部・加賀，2017）．加
賀ほか（2018）は，農家の高齢化・省力化により枝打
ちなどの管理が行われなくなり，収穫を目的としない 

図1	 福井市足羽山で採集されたウマノオバチ．
	 （福井市足羽山，2025-Ⅵ-20，梅村信哉採集，福井市自

然史博物館保存（FCMNH-JI38264））
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クリ畑が都市近郊で増えたことを指摘している．その
結果，樹勢の衰えかけた木がミヤマカミキリの産卵・
食害を多く受けるようになり，寄主と遭遇する機会が
増えたことで，ウマノオバチが増加したと推察してい
る．ミヤマカミキリの幼虫は，コナラやクヌギなども
食害することが知られており（大林ほか，1992），雑
木林の手入れが放棄されることによっても，今後，ミ
ヤマカミキリの増加を通じてウマノオバチの観察例が
変化する可能性がある．本種のメスは，産卵管が非常
に長いという特徴的な外部形態を持つことから，専
門知識がなくても同定が可能である（大宮，2021）． 
今後，標本記録に加えて写真記録，目撃記録の蓄積に
より，県内での本種の生息状況の解明が進むことが望
まれる．
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Abstract
A female of Euurobracon yokahamae (Dalla Torre) 
was collected at Mt. Asuwa, Fukui City, Fukui 
Prefecture on 20th June, 2025．
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